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①齊 昂酎迂及90仕且暁巡庶記 厄田忍

麻I廿売 注`都栢涅 の下 、一行＝十危 l這 栢線角島駅 lこ下 垂 し、究フ竺稲w
涼社に向って出粍しだ，
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尚展厄 道括 i2 i岡 It て呂乍ら 1§lJ•面 0) 「オモ〒 →，に玄閑 0 を洞し てしi るのも

OO白ム s

叱町から 魚 崖を下 l)て房座 Illに出て・対在、加住村 を認 のろヒ 前面 の、茜 止l

虹暖ば実 によく揃 った平姐 な苗上を J又って．延 々 と荊 L¥て し＼う c 汐醒 11¥に

面 してし＼ろ 斜面 は急 壁き 怠 L苗々 l二＼，・守訳の支呑 が‘止商深 く雨込ん ー(99叫

吝。要 1こ杓酌Jf,/) 4及廂 を衰 って 滝祁恐に出ろ s 叱 釘 l;:l,丘汲：0)匿 1こ仕 ll糾地
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仔 i} する忘が穴多数で＇ あろ。柏咸登 、 ;DJ 水 の 砦水オ る 畷 ！苔 仮屈i を 引 •砂 r]＇‘、

乗応 II、弓踪 llllTJ両咲痴を迂廻し て莉作に柱倭寸 否ど云ラ。牝げfから畝

跡へは約 t五段 の急扱 をヒ るシ北 tJ)級‘蹄は中告 の も(J) {'ぃ八王 ~ 3) 18坂‘で
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な屯IJ)て＂あ った ら しし¥=-現在・蔀ROJ IJク，；ェー こョン j)/¥イ 宍 ンゲ Jース 1こ
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